
 

 

 

 

 

 

2学期が終わりました。ほぼ 2学期通知表数値が出そろい、受験生は中学の三者面談 

で受験校を決定していきます。第 1志望校がここで決まる生徒もいれば学校との意見 

の相違から年明けまで持越す生徒もいます。本年度は「学区変更元年」ということで 

学校の進路指導は予想通り「早め・きつめ」の傾向です。一般入試日は3月 12日。 

残り日数は 80日。実はここから本当の実力勝負です。少しくらい内申点が不足して 

いてもチャレンジしないと合格は絶対しません。また、逆に内申点が少々良かった生 

徒は気を抜いて失速しないよう注意が必要です。そのためには、冬期講習で実力をし 

っかり蓄えて 1月の実力テストは高得点を取れるように努力しましょう。世間は新年 

を迎えますが、受験生に「おめでとう」が言えるのは合格の日ですね。垣〕 

 初めまして、３月から中学１年と２年の授業

を担当させて頂いております。厚地香里（あつ

ちかおり）と申します。読書、小説執筆、ミュ

ージカル鑑賞などが趣味で、中学１年、２年の

皆さんの国語、英語の授業を担当させて頂いて

おります。約１ヶ月、授業をさせて頂き、生徒

さんたちと関わってみて、子どもさんたちの発

想がとても豊かであることに改めて気づかさ

れ、教えることより、学ばされることのほうが

多い毎日です。できるだけたくさん、生徒さん

たちと関わる時間を作り、生徒さんたちのこと

を知る機会を持ちたいと思っております。まだ

まだ至らない点も多々あるかとは思いますが、                               

よろしくお願いいたします。   〔厚地香里〕        
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新しい教室に変わって、早１ヶ月が過ぎようとしています。学校でも塾でも環境が変わって、ちょっと浮き足立っていたのが少し落

ち着いてくるころでしょうか？ 私は、なんとなくバタバタしていたところに余裕ができると、どうしても体調を崩してしまいます。

気の緩みか…、でも若い頃はそうでもなかったことを考えると、年齢とともに免疫力が低下していることを感じさせられます。余裕が

あるときにこそ、代謝力 UPに向けて食生活の改善と適度な運動に取り組みたいと思うのですが…。 
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4.5 月のおもなスケジュール 

4/23 土 中３保護者会 

29 金 昭和の日【授業あり】 

5/3 

 ～5 
 【休 室】 

14 土 中間直前ゼミ【予定】 

15 日 ワーク GARIBEN【予定】 

16 月 新クラス発表日【予定】 

21 土 中間直前ゼミ【予定】 

22 日 ワーク GARIBEN【予定】 

23 月 新クラス編成スタート【予定】 

29 日 第２回公開テスト 

 

定期テストは大量の提出物 

講師が増えました 

新教室で気持ちも新たに授業開始 

5月分学費の振替日は、4/２7

（水）となっております。 

月間スケジュールにも記載して

おりますが、５/29（日）に 

「公開テスト」が行われます。 

受験料（小学生：￥2,800、中学

生：￥3,300）を来月の６月分学

費（５/２７引落分）と合算で 

ご請求させていただきます。 

ご不明な点等ございましたら、 

本部事務局〔☎079-563-0300〕

までお問い合わせください。 

4月 7日に新教室での授業が始まり、ワー広い」「明るい」「授業はどの教室？」

などの声があちらこちらで聞こえました。新しい教室での授業は新鮮な気分で

盛り上がり、いつもより熱気にあふれていました。 

4月は学校でも新年度の始まりです。担任の先生や各教科の先生が決まり、

学校での授業も始まっています。さて、受験生にとっての一番の関心事（心配

事）は通知表（成績）なのではないでしょうか？ 一つアドバイスをするとす

れば、「まず、各教科の先生とお話をすること」です。得意な教科なら簡単です

が、できれば苦手な教科からチャレンジしてみればいいですね。話の内容はで

きれば授業内容に関する質問が良いでしょう。質問項目は授業をしっかり聞け

ば必ず考えつきます。がんばってチャレンジしてみてください。全教科の先生

と話が出来た生徒は報告してください。       〔野垣勝彦〕 

 

 

  

定期テストが近付くと、塾で学校の教材を使った学習に打ち込む中学生が増える。 

ワークやプリント、ノートなどを期限までに提出する必要があるからだ。しかし、 

そのボリュームが半端じゃない。国語の試験範囲は、教科書約 30ページ分でも、 

課題は問題集と漢字ドリルあわせて約 50ページ分に文法プリント３枚、他に授業 

の感想なども。英語は、教科書約 40ページをすべて写し、自習ノートとワークを 

約 50ページ、単語が 10ページ。さらに数学・理科・社会。期末前は副教科も…。 

生徒たちが提出物に真面目に取り組むのは、それが自分の通知表に直結することを 

身をもって知っているからだ。これがいわゆる〝内申〟に響いてくる。 

塾では、試験範囲や提出物から生徒の学習作業を計画し、テスト準備がはかどるよう配慮しているが、考え方

や覚え方から勉強の仕方まで細かく指示される今どきの学習方法には、ちょっと疑問を感じてしまう。 

かつての、難しい仕組みや事項を無理矢理頭にたたき込んで、当日勝負するスリリングな感覚と、的中した時

の達成感を味わえる学習方法は、今や「過去の遺物」となってしまったのだろうか。そんな指示に従いながらも、

一生懸命学習に打ち込む生徒たちが、かわいそうに思えてしまう今日この頃である。〔北村昌弘〕 

４月１６日新教室で初めての
「やる気ＵＰセミナー」中３篇を 
開催。熱いムードの中、全員が 
真剣に聴き入っていました。 
２３日は中１・２篇開催です。  
４月６日(水)16 時～20 時 
新教室にて〔ご予約不要〕 

新教室で初の中３ 

やる気ＵＰセミナー 


